
ステージ・月 ステージ１　（4月・5月） ステージ２　（７月・８月） ステージ３　（９月・１０月） ステージ４　（１１月・12月・１月） ステージ５　（2月・3月）

担当 教育委員・プリプター・ 教育委員・プリセプター 教育委員・プリセプター 教育委員・プリセプター 教育委員・プリセプター

１医療倫理について考える

１病棟の主疾患と専門科を自己学習し理解する １患者の看護過程の展開ができる １医療安全に対して根拠をもった考えができる

　基礎：内科　外科　　脳外科　耳鼻科　眼科 　　１）根拠に基づいた看護展開ができる １）マニュアルの視点から自身の日々の実践で安全

　必須：整形外科 　　 ２）受持ち担当患者の個別性のある 　　を確保する

３根拠に基づいた正確な看護技術を実施する 　　 ３）看護計画を立案・実施・評価の実施ができる ２）感染リスクアセスメントができ、看護計画の立案 ２「ＡＣＰ」について学習し理解する

　　 状態変化時・月毎・決められた評価日に見直し 　　実施ができる ２医療接遇について考え実践できる（病棟）

４優先度を考え時間管理ができる 　　４）患者を取り巻く多職種の援助も関連づけ

　　　　看護（計画）を考えることができる

４）多職種とのコミュニケーションがとれ各委員会・

２個別性のある・根拠のある看護技術がおこなえる 　　ケースカンファレンス・退院支援などに参加し、
　３患者の状況に応じた（根拠をもって）援助ができる 　（根拠を持ち）意見交換ができる

５）看護記録の原則を守る

４救急・急変時の対応の根拠が説明できる 　・事故発生時の看護記録ができる

　・救急・急変時の対応時、根拠をもった実践できる 　・救急、急変時の看護記録ができる

7/２８　リハビリⅢ 9/２２　医療安全Ⅱ 11/２４　薬剤の取り扱いと医療事故
　回復リハにおけるチームアプローチ 危険予知能力の低さ 　　ハイリスク薬剤の基本

基本ルールの逸脱 　　主要薬剤の薬理作用・副作用
リハビリ部　安達副技師長　　30ｍｉｎ

医療安全管理者　釈迦戸師長　30ｍｉｎ 薬剤部　松本部長　　    　 30ｍｉｎ
6/２３　臨床栄養 ７/２８　ＡＣＰ １０/２７　看護記録 1２/２２　在宅医療 2/１６　災害Ⅰ

　　記録の基本のルール 　　在宅支援病院 　　　　マニュアル
栄養部　里村士長　　　　　３０ｍｉｎ 　　事例を通して 　　訪問診察

訪問看護ＳＴ　　今城所長　30ｍｉｎ 　　救急・急変時の看護記録 　　看取り事例（ターミナル） 　看護管理室　松原師長　30ｍｉｎ
　　事故発生時の看護記録
　外来　土生師長　　　　30ｍｉｎ 福祉部　岡村副主任　　　３０ｍｉｎ

1２/２２　ＡＣＰ 2/１６　災害Ⅱ

　　　　トリアージ
訪問看護ＳＴ　　今城所長　30ｍｉｎ 外来　土生師長　　30ｍｉｎ

5/２６　感染看護Ⅱ（賀紋主任） 8/２５　救急・急変時対応 1/２６　医療倫理
　　　実践における感染リスクのアセスメント 　ＢＬＳの実施
　　　ハイリスクとされるケア 　薬剤の使用方法 　看護管理室　　松原師長　30ｍｉｎ

　急変時の看護記録
２Ｆ　賀紋主任　　　30ｍｉｎ

２Ｆ　大野看護師　　　　 　１hour
技術研修（２年目～3年目） 技術研修（４年目～5年目） 3月　技術研修（６年目以上）
救急・急変時対応チェックと指導 救急・急変時対応チェックと指導 救急・急変時対応チェックと指導
　ＢＬＳの実施 　ＢＬＳの実施 　ＢＬＳの実施
　薬剤の使用方法 　薬剤の使用方法 　薬剤の使用方法
　急変時の看護記録 　急変時の看護記録 　急変時の看護記録

　　　病棟　　教育委員 　　　病棟　　教育委員 　　　病棟　　教育委員

看護展開　（受持ち担当患者） 看護展開　（受持ち担当患者） 看護展開　（受持ち担当患者） ・看護展開　（受持ち担当患者） ・看護展開　（受持ち担当患者）
　看護計画の立案の見直し 　看護計画の立案の見直し 　看護計画の立案の見直し 　看護計画の立案の見直し 　看護計画の立案の見直し
　計画の実施 　計画の実施 　計画の実施 　計画の実施 　計画の実施
　期限内の評価 　期限内の評価 　期限内の評価 　期限内の評価 　期限内の評価
　　自己管理　➡　教育委員会報告 　　自己管理　➡　教育委員会報告 　　自己管理　➡　教育委員会報告 　　自己管理　➡　教育委員会報告 　　自己管理　➡　教育委員会報告

ラダーⅡ研修　（２年目～）

目
　
標

３）ハイリスク薬剤の基本知識をえて薬剤投与時・
　　中・後の観察ができる。（根拠を理解する） ３自身の修得不足（知識・技術）な点を振りかえる

　ことでき再学習・再技術の訓練を行う事ができる

５次年度にむけて
　自己課題をみいだし自己目標を設定できる（目標
管理）

必
須
研
修
・
実
践

　Ｄｒ研修受講
ＶＴＲ視聴

３地域ケアシステムの概要を知り、患者の入院
　から在宅までを知る（病棟）。

研
　
修
　
内
　
容

　Ｄｒ研修受講
ＶＴＲ視聴

　Ｄｒ研修受講
ＶＴＲ視聴

　Ｄｒ研修受講
ＶＴＲ視聴

Ｄｒ研修受講
ＶＴＲ視聴

自立して標準看護計画に基づいた看護の実践を

ニーズを捉える力 ケアする力 協働する力 意思決定を支える 根拠に基づいた看護実践


